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６
年
、
関
税
の
引
き
下
げ
方
法

な
ど
を
め
ぐ

っ
て
加
盟
国
が
対

立
、
交
渉
の
行
方
に
暗
雲
が
垂

れ
込
め
て
い
た
。

年
明
け
間
も
な
い
自
民
党
本

部
の

一
室
．

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
茉
り
越
え
る
に

は
国
内
対
策
も
こ
れ
ま
で
通
り

じ
ゃ
だ
め
だ
。　
一
つ
は
規
模
拡

大
。　
一
方
で
、
う
ま
く
て
安
心

な
も
の
を
作
る
。
有
機
だ
」

党
総
合
農
政
調
査
会
長

（当

時
一
の
谷
津
義
男
．
農
林
水
産
省

や
農
業
団
体
の
幹
部
に
有
機
に

本
腰
を
入
れ
る
よ
う
迫

っ
た
。

「有
機
農
家
は
実
態
が
つ
か

み
づ
ら
い
」
．
乗
り
気
を
見
せ

な
い
農
水
幹
部
に
谷
津
は
言
い

放
っ
た
。

「役
所
の
都
合
で
判

断
す
る
な
。
本
物
は
食
べ
れ
ば

一分
か
る
。
判
断
子

る́
の
は
消
費

者
だ
」

０６
年
１２
月
、
超
堂
衣
で
議
員

発
議
し
た
「有
機
農
業
推
進
法
」

が
成
立
す
る
。

掛
け
声
倒
れ

推
進
法
は
生
産
技
術
の
普
及

だ
け
で
な
く

「消
費
者
が
有
機

農
産
物
を
容
易
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
す
る
」
と
明
記
し
た
こ

と
で
、
農
家
や
消
費
者
の
関
心

と
期
待
を
集
め
た
。
浦
部
農
園

（藤
岡
市
）
の
修
（６‐
）
、
真
弓

（６‐
）夫
妻
も
「ホ
ビ
ー
（趣
味
）

農
業
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
な
か

っ
た
有
機
を
、
日
の
当
た
る
場

蝠
珈
鰈

所
に
引

っ
張
り
出
し
て
く
れ

た
」
と
喜
ん
だ
。

た
だ
ヽ
翌
０７
年
に
法
に
基
づ

い
て
策
定
さ
れ
た
「基
本
方
針
」

計

罐

萎

鞣

た
。
生
産
現
場
か
ら

「掛
け
声

倒
れ
」
の
声
が
漏
れ
た
。

農
水
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

２
０
■
０
年
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

（
日
＋
菖
疑
熟
格

一
表

で
ご
れ

た
国
内
農
産
物
は
約
５
万
６
千

ン
ト

で
、
農
産
物

の
総
生
産
量
に

占
め
る
割
合
は
０
　
２３
％
●

０６

年
度
か
ら
０
　
０６
ど

の
微
増
に

と
ど
ま

っ
た
。

赤
字
で
も
協
力

木
綿
の
大
袋
か

２ヽ
立
ち
上
る

湯
気
に
顔
を
突

っ
込
む
子
ど
も

た
ち
。
大
鍋
で
煮
た
大
豆

「さ

と
い
ら
ず
」
の
甘
い
香
り
が
部

屋
に
漂
う
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
群

馬
な
ど
が
今
年
３
月
末
、
藤
岡

市
内
で
開
い
た
豆
腐
づ
く
り
体

験
会
。

「大
豆
は
体
調
を
整
え

ま
す
。
節
分
な
ど
季
節
の
変
わ

り
目
に
食
べ
る
の
は
そ
の
た

め
」
。
遺
厚
整
豆
腐
を
頼
張
る

家
族
連
れ
に
、
真
弓
が
食
の
大

切

さ
を
謀
ヽ

浦
部
農
園
は
３
年
前
か
ら
パ

ル
の
求
め
に
応
じ
、
収
穫
体
験

会
や
見
学
会
に
協
力
し

て
い

る
。
有
機
の
普
及
の
た
め
に
県

内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。

商
品
は
売
れ
は
す
る
が
、
経
費

を
引
け
ば
、
た
い
て
い
赤
字
。

そ
れ
で
も
参
加
す
る
の
は

「家

庭
が
最
後

の
鰤
∵

有
機
の
裾

野
を
広
げ
な
く
て
は
生
き
残
れ

な
い
」
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

修
は
０８
年
５
月
、
有
羅
席
血
（

と
地
域
再
生
を
目
的
に
多
野
藤

岡
有
機
農
業
推
進
協
議
会
を
設

立
．
０９
ヽ

‐０
年
に
１
回
ず
つ
、

地
元
Ｊ
Ａ
な
ど
の
協
力
を
得
て

藤
岡
市
内
で
大
規
模
な
講
演
会

を
開
い
た
。
し
か
し
、
会
場
を

埋
め
た
の
は
消
費
者
．
農
家
の

姿
は
わ
ず
か
だ

っ
た
。

「
こ
の

ま
ま
で
は
有
機
農
家
は
育
た
な

い
」
。
修
は
、
地
道
な
活
動
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
。

農
園
の
事
務
所
の
隣
で
今
、

木
造
２
階
建
て
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
饉
藤

進
む
．
農
家
を

せ
家
に
し
た
小
集
会
や
料
理
教

室
の
は
か
、
食
育
の
た
め
の
映

画
会
や

コ
ン
サ
ー
ト
、
茶

一ヽｒ
も

開
く
こ
と
に
し
て
い
る
．

（敬
称
略

一

豆腐作 り体験会で大豆の効用 について話す

真 弓。有機農業の普及のため浦部農薗は地

道な活動 を続けている


